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03 - 07 特集●エレベーターの未来形

 月面都市のエレベーターをデザインする
 重力1/6の水平交通・垂直交通とは？
 建築家　太田浩史 氏 × 東芝エレベータプロジェクトチーム

08- 11 連載●安全・快適なエレベーターとリスクコミュニケーション

 駅
 東日本旅客鉄道株式会社

12-15 がんばる新会社

  沖縄東芝エレベータ

  沖縄県の旺盛な開発プロジェクトに

  エレベーターで貢献する

16 地域で活躍するエレベーター

  ――東北支社から
  観光・市民交流拠点施設 立佞武多の館

 高さ22 メートルの巨大な立佞武多を
 足下からてっぺんまで眺望できるエレベーター

表紙解説

ここでは、直径約6キロメートル（山手線の内側程度）の広さ、

上下 5層、各層当たり約240メートルの高さを持つ月面

都市のエレベーターをデザインしてみた。

3メートル大の球状のケージはレーザー推進で軌道上を浮上

走行し、この都市を垂直・水平どちらの方向にもスムーズ

に移動できるものだ。

特集●エレベーターの未来形

月面都市のエレベーターをデザインする

制作　有限会社イー・クラフト
デザイン　手塚みゆき
印刷　株式会社シータス
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安全で快適なエレベーターの未来をデザインする

動力1/6のエレベーターとは？
東芝エレベータ株式会社では、2003 年の10月より販売を開始し好評を頂いている「Kindmover」

が、このたび、（財）日本産業デザイン振興会が主催する「2004 年度グッドデザイン賞」（Ｇマーク）

を受賞しました。受賞した商品は、「省エネの自動運転、靴の引き込まれ予防警告装置、LED の

サイン表示など機能的に最大限の設計内容が盛り込まれています。細部の造形処理から素材感の

与え方、配置まで丁寧に考えており、先端のビルインテリアとのマッチングが図られ、トータルの

完成度が高い」としている点など総合的な商品性が評価されました。

「グッドデザイン賞」は1957年、通商産業省が設立した「グッドデザイン商品選定制度」
を継承し、1998 年に（財）日本産業デザイン振興会がスタートさせた総合的な
デザイン評価・推奨制度です。グッドデザイン賞を受賞した商品にはマークの
使用が認められます。

かたや『機動戦士ガンダム』シリーズに登場する架空の月面都市を緻密にシミュレーションしてみせた建築家の太田浩史氏と CG 制作を担当した福島

慶介氏。かたや世界一の超高層ビル「TAIPEI 101」に世界最速エレベーターを納入する東芝エレベータの長谷充生、前田真吾、渡部正人ら技術陣。

これは専門家たちがタッグを組んで、未来の月面都市交通を構築するプロジェクトである。低重力環境における垂直／水平交通にはどのような困難と

可能性が待っているのだろうか。

Project member 建築家 太田浩史氏 × 東芝エレベータプロジェクトチーム

重力1/6の水平交通・垂直交通とは？



動力1/6のエレベーターとは？
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な
が
ら
空
中
を
疾
走
す
る
さ
ま
は
、
月
面
都

市
の
夜
景
に
さ
ぞ
か
し
映
え
る
は
ず
で
あ
る
。

停
留
所
と
レ
ー
ン

　

実
際
の
乗
り
降
り
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

停
留
所
の
形
態
に
つ
い
て
は
、停
車
時
に
レ
ー

ン
の
横
に
ふ
く
ら
ん
だ
退
避
路
に
逸
れ
る「
地

上
走
行
・
退
避
路
停
車
式
」、
ケ
ー
ジ
が
一
段

上
に
浮
き
上
が
っ
て
停
ま
る「
地
上
走
行
・
浮

上
停
車
式
」、
そ
し
て
高
架
を
走
る
ケ
ー
ジ
が

一
段
下
に
下
が
っ
て
停
車
す
る「
浮
上
走
行
・

降
下
停
車
式
」
が
提
案
さ
れ
た
。

　

し
か
し
メ
イ
ン
の
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
遮
断

せ
ず
に
停
車
、
乗
り
降
り
が
で
き
、
し
か
も

必
要
に
応
じ
て
高
速
・
遠
距
離
走
行
に
移
行

で
き
る
と
い
う
条
件
を
考
え
合
わ
せ
て
、
最

終
的
に
は「
ス
ト
リ
ー
ム
方
式
」
と
で
も
呼
べ

る
案
に
落
ち
着
い
た
。
こ
れ
は
川
の
流
れ
の

よ
う
に
岸
側
ほ
ど
ゆ
っ
く
り
、
中
心
ほ
ど
速

く
進
む
複
数
の
車
線
か
ら
な
る
も
の
で
、
沿

道
も
し
く
は
停
留
所
の
す
ぐ
横
の
低
速
レ
ー

ン
に
は
、
空
の
ケ
ー
ジ
を
い
わ
ゆ
る「
動
く
歩

道
」
程
度
の
ス
ピ
ー
ド
で
流
す
。
乗
客
が
ス

キ
ー
場
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
待
つ
よ
う
に
し

て
ケ
ー
ジ
に
乗
り
込
み
、
目
的
地
を
指
定
す

る
と
、
ケ
ー
ジ
は
必
要
に
応
じ
て
中
速
・
高

速
レ
ー
ン
へ
と
自
動
的
に
車
線
変
更
し
な
が

ら
進
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

都
市
を
貫
く
月
面
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　

で
は
約
上
下
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
月
面
都

市
の
垂
直
交
通
手
段
と
な
る
月
面
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
太
田
氏
か
ら
、
ケ
ー
ジ
が
建
物
の
内
部

で
な
く
壁
面
を
移
動
す
る
案
が
提
示
さ
れ
た
。

市
街
を
水
平
移
動
し
て
き
た
ケ
ー
ジ
は
、
建

物
外
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
こ
ろ
で
垂
直
方
向

に
切
り
替
わ
り
、
上
下
の
階
層
に
向
け
て
垂

直
移
動
す
る
。
壁
に
は
多
数
の
垂
直
移
動
用

の
ガ
イ
ド
が
あ
り
、
目
的
の
階
層
に
着
い
た

ケ
ー
ジ
は
ふ
た
た
び
水
平
軌
道
に
リ
リ
ー
ス

さ
れ
て
い
く
と
い
う
も
の
だ
。

　

水
平
移
動
と
違
い
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
部
分

は
各
階
層
間
を
行
き
来
す
る
だ
け
な
の
で
、

運
行
速
度
は
す
べ
て
同
じ
で
い
い
と
考
え
た
。

動
力
は
や
は
り
レ
ー
ザ
ー
推
進
と
す
る
が
、

各
階
層
当
た
り
2
4
0
メ
ー
ト
ル
（
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
60
と
同
程
度
）
を
昇
降
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
安
全
の
た
め
に
ガ
イ
ド
シ
ャ
フ

ト
を
設
け
て
ケ
ー
ジ
を
し
っ
か
り
と
保
持
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
シ
ャ
フ
ト
を
透
明
に
す

れ
ば
、
壁
面
の
景
観
に
表
情
を
加
え
る
こ
と

も
で
き
る
。

低
重
力
環
境
の
盲
点

　

こ
う
し
て
月
面
交
通
の
大
ま
か
な
姿
が
見
え

て
き
た
と
こ
ろ
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は

低
重
力
環
境
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検

討
し
て
み
た
。

　

ま
ず
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
ド
ア
開
閉
な
ど

各
種
モ
ー
タ
ー
の
負
担
減
、
据
付
や
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
で
発
生
す
る
機
材
の
運
搬
な
ど
が
楽
に
な

る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
た
。「
治
工
具
が
軽

く
な
る
の
は
い
い
で
す
ね
」（
長
谷
）
。「
現
場
で

工
事
を
す
る
人
は
、
片
手
に
1
0
0
キ
ロ
、
両

腕
で
2
0
0
キ
ロ
、
こ
れ
で
歩
け
る
よ
う
に

な
っ
て
一
人
前
と
い
う
話
も
あ
る
く
ら
い
で
す

か
ら
（
笑
）
」（
前
田
）
。
シ
ャ
フ
ト
の
建
設
に
し

て
も
、
大
部
分
を
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
し
て
軽
々
と

運
搬
・
設
置
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
そ
う
だ
。

　

し
か
し
一
方
で
、
低
重
力
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

と
っ
て
決
定
的
な
問
題
点
を
持
つ
こ
と
も
予
想

さ
れ
た
。
通
常
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
も
振
動
が

大
き
く
な
る
と
、
乗
り
心
地
が
悪
く
な
る
こ
と

も
あ
る
が
、
よ
り
問
題
に
な
る
の
が
加
減
速
の

ス
ピ
ー
ド
で
あ
る
。
結
論
を
先
に
言
え
ば
、
月

面
で
地
球
と
同
様
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
乗
り
心

地
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
と
、
加
減
速
に
6
倍

の
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
だ
。

　

例
え
ば
、
地
球
で
不
快
感
を
与
え
な
い

一
般
的
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
加
速
度
は
0
・

8
5
m
/
S２

と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
重
力
加
速
度

（
9
･
8
m
/
S２

）
の
約
10
分
の
1
。
も
し
も
重

力
が
地
球
の
6
分
の
1
の
月
面
で
、
地
球
と
同

じ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
加
速
度
で
運
行
す
る
と
、

乗
客
は
ス
タ
ー
ト
時
に
は
必
要
以
上
の
負
荷
を

感
じ
、
ス
ト
ッ
プ
時
に
は「
急
ブ
レ
ー
キ
」
状

態
と
な
っ
て
ふ
わ
り
と
浮
い
て
し
ま
う
こ
と
に

な
る
。
す
な
わ
ち
加
減
速
に
地
球
の
6
倍
の
時

間
を
か
け
な
け
れ
ば
、
重
力
加
速
度
と
の
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
な
い
と
い
う
わ
け
だ
。

注　

レ
ー
ザ
ー
推
進
の
研
究
は
比
較
的
日
が
浅
く
、
レ
ー
ザ
ー
か
ら

運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
す
変
換
効
率
も
非
常
に
悪
い
と
さ
れ

て
い
た
。
N
A
S
A
（
米
国
航
空
宇
宙
局
）
の
行
っ
た
人
工
衛
星
模
型

の
打
ち
上
げ
実
験
は
、
60
グ
ラ
ム
の
模
型
を
地
上
1
0
0
メ
ー
ト
ル

ま
で
打
ち
上
げ
た
と
い
う
も
の
。
し
か
し
東
京
工
業
大
学
の
矢
部

孝
教
授
ら
が
開
発
し
た
「
水
大
砲
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

水
を
使
う
こ
と
で
レ
ー
ザ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
50
％
を
運
動
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
換
す
る
こ
と
に
成
功
、
実
用
化
へ
大
き
な
一
歩
と
な
っ
た
。

ま
た
2
0
0
5
年
6
月
に
は
レ
ー
ザ
ー
浮
上
型
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

コ
ン
テ
ス
ト
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
と
い
う
。

月
面
都
市
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　

一
九
七
九
年
の
開
始
以
来
、
現
在
も
根
強
い

人
気
を
誇
る
S
F
ア
ニ
メ
『
機
動
戦
士
ガ
ン

ダ
ム
』
シ
リ
ー
ズ
。
昨
年
末
に
出
版
さ
れ
た

『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
公
式
設
定
集 

ア
ナ
ハ

イ
ム
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル　

U
・
C
・
0
0
8
3
‐

0
0
9
9
』
は
、
そ
の
緻
密
な
世
界
観
に
基

づ
き
、
作
中
に
登
場
す
る
企
業
の
P
R
誌
と
い

う
体
裁
を
装
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
一
冊
だ
。
架
空

の
広
告
ペ
ー
ジ
な
ど
も
混
ぜ
な
が
ら
、
あ
た
か

も「
ガ
ン
ダ
ム
」
の
世
界
が
実
在
す
る
か
の
ご

と
く
構
成
さ
れ
る
。
そ
こ
で
宇
宙
建
築
や
都
市

計
画
的
な
観
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
架
空
の
月

面
都
市「
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
市
」
を
丸
ご
と

再
構
成
し
て
み
せ
て
い
た
の
が
、
建
築
家
の
太

田
浩
史
氏
と
福
島
慶
介
氏
だ
っ
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
こ
の
太
田
・
福
島
両

氏
と
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
技
術
陣
に
よ
る
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
月
面
都
市
の
交
通
手
段
と

融
合
し
た
月
面
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し

よ
う
と
す
る
も
の
だ
。
重
力
が
地
球
の
6
分
の
1

と
い
う
環
境
で
、
快
適
な
交
通
を
実
現
す
る
た

め
に
は
何
が
必
要
か
。
思
わ
ぬ
障
壁
に
ぶ
つ
か

り
な
が
ら
も
、
低
重
力
環
境
で
の
未
来
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
徐
々
に
姿
を
見
せ
は
じ
め
た
。

上
下
と
水
平
移
動
す
る
ケ
ー
ジ

　

今
回
想
定
し
た
月
面
都
市
は
次
の
よ
う
な

も
の
だ
。
直
径
約
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
山
手
線

の
内
側
程
度
）
の
広
さ
の
地
下
都
市
で
、
上
下

5
層
、
各
層
当
た
り
約
2
4
0
メ
ー
ト
ル
の

高
さ
を
持
つ
。
そ
し
て
こ
の
重
層
構
造
の
都

市
を
垂
直
に
貫
く
巨
大
な
建
物
が
あ
り
、
そ

の
内
部
も
し
く
は
壁
面
を
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

移
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　

最
初
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
垂
直
方
向

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
機
能
と
、
各
層
の
平
面
を

巡
回
す
る
ト
ラ
ム（
路
面
電
車
）
の
機
能
を
継
ぎ

目
な
く
融
合
し
、
こ
の
都
市
を
垂
直
・
水
平

ど
ち
ら
の
方
向
に
も
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き

る
交
通
手
段
を
考
え
る
こ
と
だ
っ
た
。

　

太
田
氏
の
提
案
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ケ
ー

ジ（
か
ご
）
が
そ
の
ま
ま
市
街
に
繰
り
出
し
て
い

く
よ
う
な
乗
り
物
を
考
え
よ
う
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。

「
水
平
方
向
は
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
の
よ
う

な
、
ケ
ー
ジ
が
独
自
の
駆
動
を
持
つ
自
走
式

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
な
る
で
し
ょ
う
ね
」（
渡
部
）

「
水
平
に
走
っ
て
い
る
も
の
が
垂
直
方
向
の

シ
ャ
フ
ト
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
と
す
る
と
、

球
体
の
よ
う
な
形
状
が
合
理
的
か
も
し
れ
な

い
」（
長
谷
）
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
く
中

で
、
ま
ず
は
ケ
ー
ジ
そ
の
も
の
の
形
状
が
見

え
て
き
た
。

　

軌
道
上
を
浮
上
走
行
す
る
、
3
メ
ー
ト
ル

大
の
球
状
の
ケ
ー
ジ
。
1
ユ
ニ
ッ
ト
は
お
よ

そ
6
人
乗
り
で
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
や
観
覧
車

の
ゴ
ン
ド
ラ
の
よ
う
な
も
の
だ
。
乗
客
を
支

え
る
の
は
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
付
の
腰
掛
け
バ
ー
。

内
壁
に
投
影
さ
れ
た
地
図
か
ら
目
的
地
を

タ
ッ
チ
す
る
と
、
自
動
的
に
行
き
先
ま
で
連

れ
て
行
っ
て
く
れ
る
仕
組
み
だ
。

レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
駆
動

　

球
形
ケ
ー
ジ
の
水
平
方
向
の
駆
動
源
に
つ

い
て
は
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
を
ベ
ー
ス

に
進
め
ら
れ
た
が
、
長
谷
氏
か
ら
興
味
深
い

案
が
出
る
。
レ
ー
ザ
ー
推
進
で
あ
る
。

　

レ
ー
ザ
ー
推
進
と
は
、
物
体
に
レ
ー
ザ
ー

光
線
を
照
射
す
る
こ
と
で
移
動
さ
せ
る
技
術

だ
（
注
参
照
）。
レ
ー
ザ
ー
と
い
う
と
光
源
の
イ

メ
ー
ジ
し
か
な
い
が
、現
在
は
宇
宙
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
人
工
衛
星
の
打
ち
上
げ
分
野
で
実
用

化
に
向
け
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
レ
ー
ザ
ー
を
照
射
す
る
だ
け
で
、

エ
ン
ジ
ン
も
燃
料
も
必
要
と
し
な
い
た
め
、

資
源
の
大
幅
な
節
約
と
コ
ス
ト
の
低
減
が
期

待
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
の
レ
ー
ザ
ー
推
進
を
今
回

の
ケ
ー
ジ
の
駆
動
源
に
採
用
し
た

場
合
、
水
平
移
動
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
垂
直
移
動
の
推
進
力
に
も

応
用
で
き
そ
う
だ
。
福
島
氏
か

ら
、
球
型
の
ケ
ー
ジ
の
底
面
を

安
定
さ
せ
る
た
め
、
三
本
足
の
突

起
状
の
レ
ー
ザ
ー
コ
ー
ン
ユ
ニ
ッ
ト

を
付
け
加
え
る
案
も
提
出
さ
れ
た
。

「
レ
ー
ザ
ー
推
進
は
そ
の
技
術
的
な
先
進
性
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
未
来
的
な
景
観
に
も
大

き
く
貢
献
す
る
は
ず
で
す
」
と
太
田
氏
。
透

明
な
球
体
が
底
面
か
ら
レ
ー
ザ
ー
光
を
発
し

特集●エレベーターの未来形

月面都市のエレベーターをデザインする
重力1/6の水平交通・垂直交通とは？

Project member 建築家・太田浩史氏 × 東芝エレベータプロジェクトチーム
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か
な
り
早
め
に
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
る
。
速
度
自
体
が
出
せ
な
い
上
に
、

な
か
な
か
希
望
の
階
で
停
ま
ら
な
い
…
…
意

外
な
と
こ
ろ
に
問
題
点
が
待
ち
構
え
て
い
た
。

　

待
ち
時
間
と
運
行
時
間
が
長
い
と
い
う
こ

と
で
、
定
期
的
に
複
数
の
ケ
ー
ジ
を
１
枚
の

ス
ラ
ブ
（
床
板
）
に
格
納
し
て
ま
と
め
て
移
動

さ
せ
る「
マ
ル
チ
ケ
ー
ジ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
の

案
も
出
た
。
ス
ラ
ブ
に
は
展
望
台
の
よ
う
に

テ
ー
ブ
ル
や
ベ
ン
チ
を
設
け
、
運
行
中
は
各

ケ
ー
ジ
か
ら
外
に
出
て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ

り
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
「
そ
の
間
に
手
も

み
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ん
て
い
い
か
も
し
れ
な
い

（
笑
）
」（
渡
部
）
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、月
面
で
の「
乗

り
心
地
」
の
問
題
は
、
地
球
と
は
ま
っ
た
く

別
の
視
点
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
判
明
し
た

こ
と
に
な
る
。

「
こ
う
い
う
こ
と
を
一
所
懸
命
や
っ
て
い
る

と
、
映
画
会
社
か
ら
引
き
合
い
が
来
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
（
笑
）
」
と
太
田
氏
。
結
局
、

最
後
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
直
面
し
た

問
題
は
、
「
低
重
力
」
と
い
う
月
面
の
生
活

に
と
っ
て
最
も
基
本
的
で
あ
る
は
ず
の
条
件

だ
っ
た
。

　

G
（
重
力
）
が
少
な
い
分
、
水
平
移
動
と
垂
直

移
動
を
融
合
さ
せ
た
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
構
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
多
く
の
新
た
な
課
題

を
抱
え
込
む
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
近

未
来
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
技
術
者
た
ち
は
そ
う

し
た
課
題
に
斬
新
な
回
答
を
編
み
出
し
て
い

る
は
ず
だ
。

月
面
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
快
適
性

　

こ
の
よ
う
に
ケ
ー
ジ
の
乗
客
の
快
適
性
を

考
え
る
と
、
急
な
加
減
速
は
で
き
な
く
な
る
。

短
い
上
下
移
動
の
場
合
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

定
常
速
度
に
達
す
る
前
に
減
速
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
も
出
て
く
る
。
技
術
陣
の
試

算
に
よ
れ
ば
、
通
常
の
6
分
の
1
の
加
速
度

（
0
･
1
4
m
/
S２

）
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
運
行

し
た
場
合
、
1
階
床
（
階
高
6
メ
ー
ト
ル
）
の
移

動
に
は
13
秒
か
か
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
時
、

最
高
速
度
は
分
速
約
60
m（
3
.
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

と
な
る
。
ま
た
都
市
の
1
階
層
分（
2
4
0
メ
ー

ト
ル
）
の
移
動
に
は
83
秒
か
か
り
、
最
高
速
度

は
分
速
約
3
7
2
m（
時
速
約
2
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

と
な
る
。

　

運
行
時
間
が
地
球
上
に
比
べ
て
約
2
倍
か

か
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
だ
い
ぶ
遅
く
感
じ

ら
れ
る
は
ず
だ
。

　

加
減
速
に
時
間
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
は
、

一
方
で
希
望
の
階
で
乗
り
降
り
す
る
た
め
に

は
、
ホ
ー
ル
呼
び
も
、
降
り
る
階
の
指
定
も
、

3000

2100
900

01  cage
●仕様

○定員：6名
○サイズ：直径 3m
○推進部

レーザーコーンユニット：3基
※速度調整はレーザーの出力の増減により行う。

　　方向転換は3基の出力バランスを調整し行う。

○材質
本体：カーボンナノチューブ
窓部：強化プラスチック

○電源
バッテリー搭載。
※低速レーン走行中に無接点充電できる。

○操作パネル
　　タッチパネル方式

●ケージの制作費（2025年想定）

○ 350万円／台（量産モデルの場合）

　＋消費税 18%
○内訳は下記の通り。

　　・外装：100万円
　　・電装：100万円
　　・レーザーコーンユニット50万円× 3基

●製造・保守

○製造
工場のライン生産が可能となるため、
安定した品質のケージが製造できる。

○保守
遠隔監視システムにより常時異常がな
いか監視する。数年に 1回の定期点検
は検査工場で行うため、現在のように
かご上作業が発生せず、保守員の安全性
が向上する。

02 lane
●レーン・ガイドシャフト

○位置情報
各レーンとガイドシャフトには位置情報
を内蔵したチップが敷設されている。
このチップからケージは位置情報を把握
する。

●ケージへの充電

低速レーンには充電システムが敷設されて
おり、ケージのバッテリーを充電する。

●レーン・ガイドシャフトの保守

メンテナンスケージが走行し、異常がない
か点検する。

●レーン間移動

低速・中速・高速レーンではケージは一定
速度で運行される。そのため、レーン
を移動する際は加減速レーンで移動先の
レーンの速度に合わせた後、移動する。

03 stop area
●停留所

低速レーン側に低速レーンと同じ速度
で動く「動く歩道」が設置されていて、
ケージへのスムーズな乗り込みを実現
している。

※車椅子に代わる高性能なサポートツールが

開発されているため、体の不自由な方も無

理なくケージに乗り込める。

0102

04
03

TVモニター

本体材質にはカーボンナノチューブを

使用し、軽量かつ高強度を実現している

窓部には強化プラスティック

を使用し、軽量化を図っている

レーザーコーンユニット ケージの床レベルは停留所のレベルと同じ

で、スムーズな乗り込みを可能としている。

床下にはレーザー制御システ

ム、バッテリー、空調等が格納

されている。

腰掛けバー

ケージ内の背面にはタッチパ

ネルが設置され、行き先を指定

することができる。子供からお

年寄りまで誰でも簡単に操作

できるGUIとしている。

ガイドシャフト

レーン

・ガイドシャフト移動

万が一レーザーコーンユニットに

トラブルが発生し、ケージが落下

することを防ぐため、ガイドシャ

フトにはケージの背面をホール

ドする機能を有する。上方移動

はケージのレーザー出力を上げ

て行う。下方移動はケージが自由

落下しないように、レーザーを

逆噴射として使用する。ケージ

移動速度は一定速度である。加

減速度は地球上の1/6である。

・位置情報

ガイドシャフトにもレーン同様

に位置情報を内蔵したチップが

敷設されている。このチップか

らケージは位置情報を把握する。

01 cage

02 lane

03 stop area

merit de-merit

低重力のメリット・デメリット

メリット

・従来のような釣り合いおもりが不要に
・モータ出力が少なくなる
・ロープ本数を減らせる
・安全装置のランクダウン
・かご構造（強度）のランクダウン
・大容量エレベーターの実現
・メンテナンス性が良くなる
・据付が楽になる
・ドア開閉速度を速くできる（モーターの負担減）

デメリット

・乗り心地が悪化（フワフワ感、振動大）
・加減速に6倍時間がかかる
・手すりが必要になる
・ホール呼びに対し通過してしまう可能性がある
・降りる階を早めに指定する必要がある

プロジェクトチーム

01 太田 浩史　OTA Hiroshi

1968 年5月東京生まれ。東京大学大学院工学系研究科建築学専攻修士課

程修了後、東京大学生産技術研究所助手・キャンパス計画室助手を兼任（～

1999）後、2000年にデザインヌーブ共同設立。2003年より東京大学21

世紀 COE「都市空間の持続再生学の創出」特任研究員。編集企画・執筆

に『SD1999 年5 月号・挑発するマテリアリティ』（鹿島出版会）、『INVISIBLE 

FLOW 省エネルギー建築ガイド』（IBEC）、『建築文化2001年10月号・バ

ックミンスター・フラー』（彰国社）、『10+1 #31 コンパクトシティ・ス

タディ』（INAX出版）など。建築作品には『大内山野鳥観察舎』、『DUET』、

『コンパクトシティのキャラバン』、『久が原のゲストハウス』などがある。

2002年、ピクニック生誕200周年を記念して東京ピクニッククラブを設

立し、都市の公共空間の開放を求める「ピクニック・ライト」を主張中。

東芝エレベータ

02 長谷 充生　HASE Mitsuo

研究開発センター　機械開発担当

1972年4月福岡県生まれ。1995年4月に入社。開発部門で調速機やワ

イヤロープの保守・改修用品の開発に従事。その後、昇降路用品開発に

従事し、六本木ヒルズ森タワーや台北国際金融センターの昇降路用品の

開発に携わる。現在はワイヤロープに関わる開発に従事している。小学

生時代はガンプラに熱中し、中学生時代に宇宙に興味を持ち、天体観測、

天体撮影などを行っていた。夢はワイヤロープのエキスパートになるこ

と、そしていずれワイヤロープに代わる新たな方式の製品を開発するこ

と。趣味はパソコン、山登り、写真撮影。

03 前田 真吾　MAEDA Shingo

研究開発センター　システム開発担当

1976年1月兵庫県生まれ。2000 年4月に入社。六本木ヒルズ森タワーの

階間調整機能付ダブルデッキエレベーター、台北国際金融センターの超々

高速エレベーターの電気システムの開発に携わり、現在は次期制御シス

テムの開発に従事している。大学時代は宇宙開発に関心を持ち、宇宙ロ

ボットを想定したロボットアームの研究を行っていた。夢は「○○に関

しては誰にも負けない ! 」と言えるような技術者になること。趣味はバイ

ク、スキー、風景写真を撮る、おいしいものを食べる、おいしいお酒を

飲むこと。

04 渡部 正人　WATABE Masato

府中工場 コスト企画担当

1971年3月千葉県生まれ。1991年4月に入社。ドア機構開発担当 、エス

カレータコア技術開発担当 、意匠構造設計担当（101PJ のドア開発にも

携わる）を経て、現在は府中工場コスト企画担当に所属。製品コストに

ついての調査・分析に基づき、最適なコストへの企画・立案および一部

実行を推進中。今回のプロジェクトには、『機動戦士ガンダム』をリアル

タイムで見て育ち「未来に憧れを抱いていた少年」だった!? ことより選

任された。趣味は、草野球とバイクツーリング。将来の夢は、経験とス

キルを生かしたコスト設計技術者としてのコストマネージメントエキス

パートおよび指導者になること。

CG 制作

福島 慶介　FUKUSHIMA Keisuke

1977年生まれ。北海道出身。現在は東京大学大学院　工学系研究科

後期博士課程　建築学専攻に在籍。修士論文「Compact City に

おける近隣空間に関する研究と東京における実践～ forthe chained 

neighborfood ～」がある。主な活動は、『Anahaim journal』月面恒

久都市 Von Braun 作成。『10+1』Web コンテンツ「pics」メンバー。

Quaderns 400,000 habitages international housing competiton入選



那
なはしんとしん

覇新都心 NAHA Shintoshin

万国津梁館
Bankoku Shinryokan

那覇

北谷

恩納村

名護市

今回訪れたスポット

1213

ホ
テ
ル
や
公
共
施
設
、
ビ
ル
・

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が
着

実
に
進
行
す
る
一
方
、
沖
縄
の

本
土
復
帰
前
後
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ

時
に
導
入
さ
れ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
、
30
年
余
を
経
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
が
必
要
な
時
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
旺
盛
な
需
要
動
向
を

に
ら
み
、
納
入
か
ら
保
守
ま
で
ト

ー
タ
ル
に
対
応
す
る
地
場
企
業
と

し
て
、
よ
り
強
固
な
体
制
を
構
築

す
る
た
め
、
2
0
0
4
年
6
月
、

新
し
く
沖
縄
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
会
社
は
、
高
い
技
術
力
を
も

つ
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
と
、
永
年
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
協
力
関
係
に
あ

っ
た
光
電
気
工
事
の
昇
降
機
部
門

を
一
体
化
し
た
も
の
で
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
販
売
・
据
付
・
保
守
・

改
修
等
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

を
幅
広
く
カ
バ
ー
し
ま
す
。

　

現
在
手
が
け
て
い
る
の
は
、
国

内
外
要
人
の
迎
賓
館
と
し
て
知
ら

れ
る
沖
縄
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
ホ
テ

ル
。
同
ホ
テ
ル
で
は
31
年
前
に
導

入
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
を
順
次
、
新
し
い
機
種

と
取
り
替
え
て
い
ま
す
。

　

地
場
企
業
の
緻
密
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
し
、
観
光
関
連
の
ホ

テ
ル
や
、
ビ
ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン
等

に
お
け
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
需
要
を

い
ち
早
く
察
知
し
、
基
本
に
基
づ

い
た
営
業
活
動
を
地
道
に
続
け
る

こ
と
で
受
注
に
結
び
つ
け
た
い
と
、

関
社
長
は
言
い
ま
す
。
ひ
と
た
び

納
入
さ
れ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、

そ
の
後
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
保
守

作
業
に
よ
る
長
い
付
き
合
い
と
な

り
、
さ
ら
な
る
営
業

チ
ャ
ン
ス
を
生
み
出
し

て
い
き
ま
す
。
数
年
後

に
予
定
さ
れ
る
ビ
ッ
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
も
と

よ
り
、
本
土
を
し
の

ぐ
人
口
増
加
率
や
豊

富
な
若
年
労
働
力
な

ど
、
生
命
力
溢
れ
る

沖
縄
を
市
場
に
持
つ

沖
縄
東
芝
エ
レ
ベ
ー

タ
の
今
後
の
ビ
ジ
ネ

ス
に
、
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

■運営会社
沖縄全日空ホテルズ株式会社
■所在地
〒900-0021　那覇市泉崎2‐46
TEL （098）853‐2111　FAX（098）835‐9696
ホームページ http ://www.harborview.co.jp/
■規模
客室総数352室（収容人数704人）

沖
縄
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
は
、
東

芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
沖
縄
営
業

所
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
東

芝
昇
降
機
事
業
が
1
9
7
1

年
に
沖
縄
進
出
以
来
、
長
年
に

わ
た
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、

沖
縄
県
の
地
場
企
業
と
し
て

広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
光
電

気
工
事
・
昇
降
機
部
門
と
一

体
化
し
、
新
体
制
で
事
業
運

営
し
て
い
ま
す
。

（写真右より）

森山 秀樹 氏 沖縄ハーバービューホテル施設管理担当

関 敏二社長 沖縄東芝エレベータ

下原 藤裕取締役　沖縄東芝エレベータ

OKINAWA HARBORVIEW HOTEL
世界各国のVIPを迎えいれることができる格式

の高い沖縄のシティーホテルです。空港から

車で10分、国際通りまで徒歩 5 分と絶好のロ

ケーションにあり、最上階スカイレストランから

は、那覇の夜景を一望できます。

■会社名 沖縄東芝エレベータ株式会社
■所在地 〒900-0031 那覇市若狭 1-3-2　沖共若狭ビル
 TEL（098）866-5497　FAX（098）862-4962
■事業内容 昇降機の販売・据付・保守・改修等、
 昇降機のハード・ソフト両面を幅広くカバー
■従業員数 約30名

1

■所在地
〒905-0026 沖縄県名護市喜瀬1792番地
TEL （0980）53-3155
ホームページ http://www.shinryokan.com/

■所在地
所在地は那覇市天久、銘苅、安謝、上之屋、お
もろまちで、那覇市の北部、県庁や市役所が立
地する業務中心地区から約2km、那覇空港から
約5kmに位置し、地区は東側で国道330号、西側
で国道58号に接している。

沖縄東芝エレベータ株式会社

関 敏二社長

沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
の
会
場
と
な
っ
た
万
国
津
梁
館
、
沖
縄
の
中
心
地
を
目
指
す
那
覇
新
都
心
な
ど
、

い
ま
沖
縄
は
国
際
都
市
へ
の
発
展
に
向
け
て
多
く
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
新
会
社
、
沖
縄
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
な
が
ら
、
現
在
と
5
年
後
の
沖
縄
の
姿
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。

沖縄ハーバービューホテル
OKINAWA HARBORVIEW HOTEL
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関　

い
ま
沖
縄
で
一
番
元
気
な
場
所

と
い
え
ば
、
2
0
0
0
年
九
州
・
沖
縄

サ
ミ
ッ
ト
の
会
場
と
な
っ
た
万
国
津

梁
館
で
し
ょ
う
。
全
国
大
会
や
世
界

大
会
が
開
か
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
型
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て
、
盛
況
な

よ
う
で
す
ね
。

大
槻　

ひ
と
つ
の
ス
テ
イ
タ
ス
に
な
っ

て
い
ま
す
ね
。「
万
国
津
梁
」
と
は
、

国
と
国
と
の
橋
渡
し
と
い
う
意
味
な

ん
で
す
。

　

琉
球
時
代
、
沖
縄
は
、
中
国
、
韓
国
、

日
本
の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
に
位
置
し
、

各
国
の
交
易
の
中
継
点
で
し
た
。
本

土
か
ら
す
れ
ば
端
っ
こ
に
見
え
ま
す

が
、
沖
縄
か
ら
見
れ
ば
、
本
土
と
中

国
と
韓
国
は
同
じ
距
離
で
す
。
国
際

的
な
会
合
を
開
く
と
き
、
沖
縄
は
海

外
か
ら
は
東
京
よ
り
も
行
き
や
す
い

場
所
に
あ
り
ま
す
。

　

お
ま
け
に
沖
縄
本
島
随
一
の
す
ば
ら

し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
め
、
フ
レ

ン
ド
リ
ー
な
沖
縄
の
人
の
笑
顔
に
出
迎

え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

も
万
全
で
す
。
こ
れ
ら
の
特
性
を
生
か

し
、
国
際
的
な
高
級
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

施
設
と
し
て
世
界
に
誇
れ
る
施
設
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

関　

沖
縄
は
東
京
に
も
意
外
と
近
い

ん
で
す
。
始
発
便
を
利
用
す
れ
ば
最

終
便
で
戻
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

大
槻　

さ
ら
に
こ
の
す
ば
ら
し
い
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
癒
さ
れ
た
い
と
、
一 

年
に

一
回
は
や
っ
て
く
る
と
い
う
リ
ピ
ー
タ

ー
も
た
い
へ
ん
多
い
。
専
用
プ
ー
ル

つ
き
の
コ
テ
ー
ジ
に
泊
ま
り
、
サ
ン

デ
ッ
キ
か
ら
沖
縄
の
自
然
と
美
し
い

海
を
眺
め
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ

と
時
を
過
ご
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち

で
、
宿
泊
施
設
の
ザ
・
ブ
セ
ナ
・
テ

ラ
ス
は
予
約
が
と
れ
な
い
状
況
と
い

い
ま
す
。

商工中金 那覇支店

大槻治彦支店長

関　

大
企
業
や
系
列
企
業
が
少
な
く
、

ほ
と
ん
ど
が
中
小
企
業
と
い
わ
れ
る
沖

縄
の
経
済
、
失
業
率
の
高
さ
も
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
ら
沖
縄
の

現
状
に
つ
い
て
、
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

大
槻　

失
業
率
に
つ
い
て
言
え
ば
、
若

年
の
失
業
者
が
多
く
、
こ
れ
は
豊
か

な
労
働
力
が
潜
在
し
て
あ
る
と
い
う

プ
ラ
ス
面
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
経
済
か
ら

の
脱
皮
を
求
め
ら
れ
て
い
る
沖
縄
経
済

は
、
い
ま
自
立
経
済
へ
の
出
発
点
に
立

っ
た
わ
け
で
す
。

　

私
は
、
沖
縄
の
も
つ
地
理
的
な
特
性

が
経
済
活
性
化
に
生
か
さ
れ
て
い
く

な
ら
ば
、
大
い
に
国
際
都
市
と
し
て
の

発
展
の
可
能
性
が
期
待
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

関　

そ
う
い
っ
た
時
の
都
市
計
画
と
い

う
の
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
行
わ
れ
る

の
で
す
か
。
そ
れ
と
も
沖
縄
地
域
か
ら

の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
的
な
動
き
も
あ
る
の

で
す
か
。

大
槻　

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
も
、
国

は
各
施
策
だ
け
は
示
し
て
、
そ
の
運
営

に
つ
い
て
は
県
に
任
せ
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
独
自
性
を
出
す
こ
と
は
充
分

可
能
で
す
。

　

元
来
、
地
方
都
市
の
再
生
は
、
そ
の

地
域
の
特
殊
性
を
生
か
し
た
も
の
で
な

い
と
、
成
功
と
は
な
り
に
く
い
面
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
点
、
沖
縄
に
は
独
自
の

琉
球
文
化
や
お
互
い
を
助
け
合
う
「
ゆ

い
ま
る
精
神
」、
意
志
の
強
さ
と
い
っ

た
地
域
住
民
の
パ
ワ
ー
も
強
い
。
沖
縄

は
、
地
方
都
市
の
再
生
・
発
展
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

関　

那
覇
市
に
建
設
中
の
新
都
心
は
、

あ
と
5
年
位
で
完
成
す
る
と
い
わ
れ
て

ま
す
ね
。

大
槻　

こ
れ
か
ら
官
公
庁
が
移
転
し
て

き
て
、
日
銀
、
N
H
K
、
沖
縄
県
立
博

物
館
・
美
術
館
と
い
っ
た
目
玉
の
公
共

設
備
が
完
成
す
る
と
、
イ
ン
フ
ラ
も
整

備
さ
れ
、集
客
能
力
も
増
え
て
き
ま
す
。

沖
縄
タ
イ
ム
ズ
や
デ
ュ
テ
ィ
フ
リ
ー
な
ど

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
般
の
住
居
も
整

備
さ
れ
て
き
ま
す
か
ら
、
5
年
後
に
は
完

成
し
た
形
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
沖
縄

の
中
心
と
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

関　

都
市
居
住
型
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
ー
と
い
う
考
え
方
も
で
て
き
ま
す
ね
。

大
槻　

限
ら
れ
た
土
地
を
有
効
活
用
す

る
と
い
う
点
で
は
、
高
層
化
も
充
分
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
3
、
4
階
で
あ

っ
て
も
、
快
適
な
垂
直
移
動
施
設
は
重

要
で
す
。
自
然
に
融
合
し
た
建
物
に
ふ

さ
わ
し
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
、
ソ
フ
ト
面
の
工
夫
も
ほ
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

那
覇
新
都
心
を
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
し
て
米
軍
基
地
縮
小
が
進
め

ば
、
普
天
間
や
軍
港
な
ど
の
再
開
発
が

始
ま
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
意

味
で
、
今
後
の
沖
縄
の
イ
メ
ー
ジ
は
ま

す
ま
す
発
展
す
る
可
能
性
が
十
二
分
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
山
間
の
土
地
で
あ
っ
た

た
め
、
建
設
し
に
く
か
っ
た
高
層
ビ
ル
、

交
通
イ
ン
フ
ラ
な
ど
も
平
地
な
ら
充
分

開
発
可
能
で
す
。
地
震
が
少
な
い
と
い

う
こ
と
も
あ
り
個
人
の
家
も
高
層
化
さ

れ
ま
す
。
交
通
イ
ン
フ
ラ
も
整
い
高
齢

者
も
住
み
や
す
く
な
れ
ば
、
個
人
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
需
要
も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。

関　

わ
れ
わ
れ
も
こ
れ
か
ら
3
年
か
ら

5
年
が
ひ
と
つ
の
勝
負
時
と
考
え
て
い

ま
す
。

大
槻　

絶
対
量
の
増
加
、
パ
イ
の
拡
大

は
当
然
起
こ
っ
て
き
ま
す
ね
。
い
ま
や

ア
ジ
ア
の
中
心
は
東
ア
ジ
ア
で
あ
り
、

世
界
の
中
心
に
東
ア
ジ
ア
が
き
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
東
ア
ジ
ア
を
つ
な
ぐ
要

が
沖
縄
で
す
。
日
本
と
中
国
、
韓
国
な

ど
を
結
ぶ
、
国
と
国
の
つ
な
ぎ
目
、
沖

縄
の
果
た
す
役
割
は
非
常
に
大
き
い

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

沖

縄

の

元

気

ス

ポ

ッ

ト

を

巡

り

語

る

大

槻

治

彦

氏

×

関 

敏

二

氏

沖縄東芝エレベータ

関 敏二社長

D
A
T
A

設
立
…
昭
和
11
年
11
月　
　

資
本
金
…
5
1
4
2
億
円

職
員
数
…
4
5
7
1
人　

店
舗
数
…
1
0
2 

（
国
内
99 

、
海
外
3 

）

商
工
中
金
は
、
政
府
と
中
小
企
業
が
連
携
し
て
出
資
す
る
唯
一
の
政
策
金
融
機
関

で
す
。
中
小
企
業
の
生
の
声
を
聞
き
、
そ
の
声
を
業
務
運
営
に
活
か
し
、
さ
ら
に

政
府
の
中
小
企
業
政
策
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
中
小
企
業
が
そ
の
企
業
価
値
を
高
め
、

持
続
的
に
成
長
す
る
こ
と
を
支
援
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
地
域
経
済
、
日
本
経
済
の

活
力
を
高
め
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

商
工
中
金

BANKOKU SHINRYOKAN
「2000 年 九州・沖縄サミット首相会合」開催

地として晴れやかなスタートを切り、いまは

リゾート型コンベンションとして国際会議、

学会、見本市などで利用されている。　

NAHA SHINTOSHIN
那覇におけるビジネスや暮らしの新しい中心

地として開発が進む商業・産業・住宅エリア。

各種官公庁やビジネスビル、大型ショッピン

グセンターや映画館、飲食店が建ち並び、週

末ともなると地元家族連れなどでにぎわいを

みせている。
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毎
年
8
月
初
旬
、
東
北
地
方
、
青

森
一
帯
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
勇

壮
な
ね
ぷ
た
祭
り
（
注
）
。
中
で
も

目
を
引
く
の
が
、
総
重
量
約
20
ト
ン
、
7
階

建
て
の
ビ
ル
に
匹
敵
す
る
青
森
県
五
所
川
原

の
立
佞
武
多
だ
。
巨
大
な
立
佞
武
多
が
見
ら

れ
る
の
は
祭
り
の
期
間
だ
け
だ
っ
た
が
、
五

所
川
原
駅
近
く
に
建
つ
「
立
佞
武
多
の
館
」

で
は
、
大
型
立
佞
武
多
3
台
が
常
時
展
示
さ

れ
、
元
旦
を
除
き
毎
日
間
近
で
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
夕
暮
れ
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

ほ
の
暗
い
空
間
に
、
内
部
か
ら
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
3
台
の
立
佞
武
多
。
そ
の
威
容
を

台
座
か
ら
最
上
部
ま
で
間
近
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
が
、
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
シ
ャ
フ

ト
レ
ス
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
だ
。「
立
佞
武
多
は

細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
き
ち
ん
と
作
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
真
上
か
ら
見
て
も
、
後
ろ
姿
で
も
、

斜
め
か
ら
見
て
も
壮
麗
で
す
」
と
立
佞
武
多

の
館
・
館
長
岩
谷
勇
幸
さ
ん
。
シ
ャ
フ
ト
レ

ス
で
視
界
が
開
け
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
立

佞
武
多
の
細
部
を
じ
っ
く
り
観
察
で
き
る
よ

う
、
標
準
よ
り
も
ゆ
っ
く
り
上
下
す
る
よ
う

に
調
整
さ
れ
て
い
る
。
今
年
4
月
21
日
の
開

館
以
来
、
県
内
外
か
ら
予
想
を
超
え
る
入
場

者
に
て
ん
て
こ
舞
い
の
岩
谷
館
長
。
こ
れ
か

ら
も
立
佞
武
多
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝
え

た
い
と
張
り
切
っ
て
い
る
。

注　

「
ね
ぶ
た
」
が
一
般
的
だ
が
、
五
所
川
原
で
は
「
佞
武
多
」
と
書
い

て
「
ね
ぷ
た
」
と
読
む
。

1

―
東
北
支
社
か
ら

16

立
た ち ね ぷ た

佞武多の館

←館長  岩谷 勇幸氏
　　（左から二人目）

所在地 〒037-0063  青森県五所川原市大町21番地1
開館時間 9 : 00 - 21 : 00（元旦のみ休館）

入場料 無料
 ただし、立佞武多展示室・美術展示ギャラリーの入場料は有料

お問合先 TEL 0173-38-3232　FAX 0173 -38-4646

おすすめは、同館展望ラウンジ
「春楡」の立佞武多と館をイメージ
した「五段重　かさね膳」

観
光
・
市
民
交
流
拠
点
施
設


